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文化芸術による子供育成総合事業―巡回公演事業―

　我が国の一流の文化芸術団体が、小学校、中学校等において公演し、子供たちが優れた舞台芸術を鑑賞する

機会を得ることにより、子供たちの発想力やコミュニケーション能力の育成、将来の芸術家の育成や国民の芸

術鑑賞能力の向上につなげることを目的としています。

　事前のワークショップでは、子供たちに実演指導又は鑑賞指導を行います。また、実演では、できるだけ子

供たちにも参加してもらいます。
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令和元年度　文化芸術による子供育成総合事業―巡回公演事業―

「このゆびと～まれ！」公演日程
こうえんにってい
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実施月日 実施都道府県
政令指定都市

高松市立前田小学校

多度津町立四箇小学校

三豊市立麻小学校

坂出市立林田小学校

丸亀市立城北小学校

松山市立たちばな小学校

梼原学園

佐川町立佐川小学校

四国中央市立北小学校

松山市立北久米小学校

西脇市立比延小学校

多可町立松井小学校

丹波市立中央小学校

丹波篠山市立城北畑小学校

太子町立龍田小学校

東みよし町立加茂小学校

上板町立神宅小学校

美馬市立江原南小学校

石井町高原小学校

徳島市方上小学校

実施校市区町村

香川県／香川県教育委員会

香川県／香川県教育委員会／多度津町教育委員会

香川県／香川県教育委員会／三豊市教育委員会

香川県／香川県教育委員会

香川県／香川県教育委員会／丸亀市／丸亀市教育委員会

愛媛県／愛媛県教育委員会／松山市教育委員会

高知県教育委員会

高知県教育委員会

愛媛県／愛媛県教育委員会／四国中央市教育委員会

愛媛県／愛媛県教育委員会／松山市教育委員会

兵庫県教育委員会／西脇市教育委員会

兵庫県教育委員会／多可町教育委員会

兵庫県教育委員会

兵庫県教育委員会／丹波篠山市教育委員会

兵庫県教育委員会／太子町教育委員会

徳島県教育委員会／東みよし町教育委員会

徳島県教育委員会／上板町教育委員会

徳島県教育委員会／美馬市教育委員会

徳島県教育委員会／石井町教育委員会

徳島県教育委員会／徳島市教育委員会

実施校以外の地元主催者

知っていますか？　～10月1日は「国際音楽の日」です～
1977年にユネスコの要請で設立された国際音楽評議会という会議で、翌年の1978年から毎年10月1日

を、世界の人々が音楽を通じてお互いに仲良くなり交流を深めていくために「国際音楽の日」とすることに

しました。

　日本では、1944年から毎年10月1日を「国際音楽の日」と定めています。
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九州

台本ができるまで
　今回、台本を書くにあたり小学校の先生方と、お芝居の主人公に近い年齢の男の子たちにインタビューをさせていただきました。先生

方には、今回のテーマである学校で感じる格差のお話や、押しつぶされそうな現実に、一生懸命前を向いて歩こうとしている子どもたち

のことなど聞かせていただきました。

　子どもたちのインタビューはとても楽しいものでした。印象的だった事は、「もし、お母さんが悪役のボスだったら？」と質問したとこ

ろ、３人そろって体をのけぞらせ、小さめの声で「えっ！」そしてあきらかに動揺し始めたのです。うれしそうに。これには大笑い。しかし、

この後がすごい。「いや、でも、お母さんは僕のために怒ってくれたりするから」と、お母さんをかばい始めたのです。またまた、大笑い。

両親との関係、とくに母親の存在の大きさが感じられました。小学４年生でこんなに考え、わかっているのだと本当に驚かされました。

　こうしてたくさんの情報やアイデアをいただき、「このゆびと～まれ！」を書き上げることができました。ご協力いただいた先生、子ども

たち、本当にありがとうございました。
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　劇団風の子九州は、1985年劇団風の子より独立して誕

生した、九州の福岡に本拠地を置く児童青少年演劇の専

門職業劇団です。〝子どものいるところ、どこへでもとん

でいく〟を合言葉に、九州・沖縄各地の街中や山間部の集

落、点在する離島を駆け回ってきました。

　90年からは国内だけでなく、韓国・中国・インドネシア・

パキスタン・インド・オーストラリアなど、アジアを中心に

海外公演にも出かけ、多くの人たちとの交流を深めてきて

います。

　2002年からは、韓国の劇団サダリとの合同公演『マン

ナム』を創り上演してきました。アシテジ（国際児童青少

年演劇協会）の国際フェスティバルinソウルでは日本代表

としても参加しました。

　2015年には、劇団創立30周年を迎えることができまし

た。これからも地域で、〝子どもたちと共に未来を創る劇

団〟として、従来の演劇様式にこだわらず、遊びや日常生

活の中から、新しい創造と表現の世界を追求し広げていき

たいと思っています。
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